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^

_

行
の
必
要
上
：、
 

朝

:#

又
«

保
猶
會
社
等̂

#

令
じ
之
を
：慫
憊
し
<
海
外 

に
'於
て
募
集
せ
し
め̂
る
名
の
な4

0

是

ど

,
政
す 

|

が
|6
:

接
に
外
資
を
^
^
し5(
は
±

^

_

入
を
獎
11

せ
る 

.

根
本
的
原
因
は
如
何o
思
务
に
邊
れ
叉
左.の
三
®

に
分 

類
す
る
を
得15̂

し
o

|

甲

、
.

外

國
W.

於
找
る̂

-̂

肇

っ
#

き̂

^

の
'必

聲 

乙
、

玨
露
戰
举
中
^

慕

集

せ

じ

內

國

公

債

を

償

還

ず

 ̂

m

i

 
,

\

右
の
ft(

甲)

は

日

露

戰

繁

U

募

集

せ

し

外

倩

做
U

1
 

後

に

於

け

る

軍

備

擴

張

U

姿

す

る

資

金

及

g

鐵
道
の.

擴
. 

張.
に‘
充
つ..
る
の.
目

的

を

以

V

募

集
せ

し

：外

偾

を

合

み

、

其
大
部
分
は̂

で
種

©々

支
拂
に
充
當
せ
ら̂

I

^

る
ぢ
の
に
し
て
、

從
つ
て
此
種
の
外
债
«
、
鐡
道
擴 

張
費
を
除
き
て
は
ヽ
巖
密
な
る
意
味
に
於
け
る
外
資

1! 

入
に
#'
^

る
な「

ゲ
。

次
f
c 

(
乙
} 
0

露
戰
爭
中
戯，に

戰

後

財

政

藤
«

中
に
内®

に
於
<

慕
集
せ
ら
れ
し
公
偾
の
爲
め
に
國
两
の
資
.金
に 

缺
乏
を
生̂

る
，

U

至
6

し
於
、
此g
[®

を
®

か
の
目
的 

を
以
て
四
十
三
年
中
に
苌
額
の
外
資
を
輸
入
せ

6

.

0明 

餘
三
十
七¥

1

艿
ょ
ろ
•明
治
三
十
九
年
十
二
月
遂
に
政
一 

府
の
•藤
集
せ
し
內
外
債
の
實
收
額
は
合
計
十
六
億
六
千 

八
哲
九
十
三
萬
七
千
九
百
三
十
圆
な
る
於
、
外
國
債
の 

實
_

»

九

億

ー

白

八

十

六

萬

九

千

八

苗

三

十

?|
;

圓

に

し
 

V
、

內
國
債
の
實
收
額
は
七
億
六
千
七
百

0

一
 一

萬
八
千 

百
三
十
五
圆
な6

き
。
然
る
に
此
三
ヶ
年
間
に
於
て
內 

國
偾
償
遺
の
爲
め
に
支
挪
は
れ
允
る
冬
の

 

一
一«

チ
^
百 

五
十
七
：寓
千
六
百

1
1

十
隠
^

上
~

-̂1

,を
以
て
政
府
か
一 

此
ー

〗

一
年
間

u

民
間
ょ
6

吸
收
せ
し
資
金
は
差
引
約
五
億 

五
千
德
圓
に
達
せ
ぅ
。
明
治
四
十
年
中
に
は
ニ
億
圓
以 

上
の
外
備̂

利
借
替
を
實
行
せ
る
名
、
外

資

を

輸

入

す

\ 

る
に
至
ら
ず.、
31

其
發
四
十
一
年
及
び
四
十
ニ
年
中
に
.
一
 

於
<

%
外
資
の
輸
入
を
行
は^

6

し
於
、
四
十
三
年
に 

.
至
6

<

外
偾
の
償
還
せ
ら
れ
允
る
？

の
僅
/;
>

に

千

ニ

百
. 

七
十
丸
圓
な6

し
に
、
外
偾
の
募
集
は
實
收
額
に
於
<

ニ
億
五
午
六
苗
萬
圓
に
達
せ

6

。

而
し
て
一
方
同
年
中 

に
於
け
る
內
債
募
集
の
實
收
額
は
一
一
億
七
千
莴
圓 

し

に

、
內

債

の

償

還

額

は

.五
僚

1 1

以

上
に

達

せ
る

を

以 

<

、
同

年

中

に

於

て

外

僙

を

以

v
S

債

を
償
還
せ
る
金 

額

は

約〗一

僚
五
千
萬
圓
：に
上
6

杧
6

き
。

(

丙)

其
後
政
府
は
直
接
に
外
資
輸
入
の
目
的
を
以
て
外 

賢
を
慕
集
す
る.こ
と
な
か6

し
名
、
在
外
正
貨
を
維
持 

す
る
爲
め
に
、
或
は
自
身
鐵
遒
債
.券
と
し
て
外
債
を
募 

集
し
、
或
は
滿
鐵
、
興
餅
、
.東

等

を

し

て

外

債

を 

暮
集
せ
し
め
忙6

。
3

れ
ど
、
此
在
外
正
.貨
の
雜
持
は 

一
面
に
於V

外
債
の
市
價
を
保®

す
る
於
爲
め
に^
0 

な
6

と
認

め

ら
.ft
fc

る
^
p
0
;
.
«る
と
同
滕
に
、
其
表
面 

の
'
理
由
以
外
に
他
に
原
因
の
存
す
ふ
？

Q

お
6

杞
る
に 

非
^

や
。
如
何
と
な
れ
ば
，、
，政
府
»
政
府
赦
に
日
本
銀 

行
所
有
の
芷
貨
於
其
中
ょ
6

1

ヶ
年
分
の
外
債
利
拂
を 

:

差

引

く

^
^
.
®
我

兌

換

制

度

を

f

す

る

に_

難
を
®

'.
- 

せ
次
る
の
額
に
達
せ
る
に
名
拘
は
ら
步
、
真
に
外
偾
を 

慕
集
し
.

V

所

疆

外

芷

貨

を

補

填.せ
.
b

事
あ
6

。一..:

例



を
擧
ぐ

れ

，
ば

、

昨

年

の

春

帝

國

_

會

の

豫

算
委
員
#-
に 

於
て
勝
田
大
織
次
宫
舣
明
言
せ
し
處

^

據
れ
ぱ
、
大IE
. 

元
年
十〗一
月
末
日
現
在
の
政
府
诞
日
本
龈
行
所
有
茁
貨 

■
額
は
合
訐
三
傯
五
千
萬
圓
な
6

き
。'
3

れ
ば
、
大
疋
ニ
 

- 

年
中
に
外
偾
の
利
拂
約
八
千
^

圓
を
控
除
す.
る
ぢ
、

It
l 

B

】

一
億
七
千
莴
圓
の
茈
貨
を
剩
す
可
き
な

6

。
然

る

に| 

同
年
中
に
政
府
は
東
拓
社
偾
傲
に
鐵
道
偾
の
募
集
に
侬 

1

僚

j

千
萬
圓
のJ B

貨
を
補
文
せ
ろ
。
而
し
て
此 

疋
貨
補
充
政
策
の
結
果
と
し
て
、
昨
年
十
二
月
末
日
に 

於
け
る
政
府
放
に
日
本
銀
行
所
有
の

iE
lt

は
三
億̂

^
 

篇
圆
に
h

T

%

大
疋
元̂

十

1
1

月

末

日

と

比

較

す

れ

ば

| 

差
引
ニ
千«

圓
の
«

加
を 
ー̂
せ
6

。
是
作
lE
w

fi

充

に
一 

非
岁
し
v

ff
i

货
傲
菩
な6
0

通

貨

膨

脹

に

依

誘

致
 

せ
ら
れV

る
物
價
騰
貴
に
對
し<
1{
1

:
論
«

々
杧
_
る
峙
に
’ \ 

際
し
、
殊
に
大
藏
次
官
奴
物
價
騰
貴
の
趨
勢
を
緩
和
す

j 

る
®'
め

に

通

貨

の

緊

縮

を

割

る

の

必

要

を

認

め

把

る

に
 

?

拘
は
ら
岁
、
政
府
は
何
炉
澈
に
新
杧
に
外
債
を
募
集

貨
の
_補
充
に
藉
る
と
雖
名
、：

「

政
觀
の
嚴
意
は
外
資
輸
入 

に
在
6

し
な
る
可
し
。
如
何
と
な
れ
ば
、
若
し
政
资
：に

. 

.

し
て
政
府
诞
日
本
銀
行
所
有
の
芷
貨
の

1

部
分
4

|以
て 

外
債
の
利
狒
に
充
當
せ
ん
が
、

.

通
貨
»
爲
め
に
幾
分
か 

緊
縱
せ
ら
れ
て
、
物
價
0

下
落
、
之
に
基
く
產
業
の
不 

振
を
誘
敎
し
、
的
閣i

u

必
要
な
る
所
請
人
氣
に
影 

#

を
及
ぼ
す
の
虞
あ6

し
を
以
て
也
。

是

れ

に

由6

て
之
を
觀
る
ゆ
、
軍
事
公
偾
は
姑
ら
く
措 

き
、
公
々
然£

し

て

輸

入

せ

ら

れ

お

る

外

資

と

爾

61

、 

义

在

外JE
貨

補

充

の

名

を

藉
6

て
輸
入
せ
ら
れ
た
る
外 

資

と

爾

ひ

、
共
に
國
內
に
於
け
る
資
金
.の
潤
澤
を
計
る 

の
手
段
に
用
ひ
ら
れ
^

る
な̂C

V。
.

斯

く

の

如

く

し

て

、 

公
私
の
外ft
に

依
6
<

輸

入

せ

ら

れ

たる
資

金

过

合

訃 

約
九
僚*

に
上
れ：i
f
 

* 

丨

四
正
貨
輸
入
と
資
本
輸
入

前
述
の
如
く
、
戰

後

.

(

明
治
册
九
年
一
月
以
來

)

外
資 

の
輸
入
額
城
九
億
圓
に
達
せ
-CV。

此

外
C

明4

ロ
三
十
ヒ

し
て
茈
貨
を
壻
菩
せ
る
に
や
。
思
ふ
に
、
农
は
在
外
茁

i

a

B

p

f

e

B

E

B

i

i

s

l

l

s

y

f

反
三
十
八
年
中
に
慕
集
せ
し
外
債
の
實
收
額
名
亦
約 

九

意
■
圓

な

6

。
3

れ
ど
、
：
此
外
偾
の
合
計
十
八
億
圆
は 

机

可

な

る

形
式
を
以
て
輸
入
せ
ら
れ
杧
る
や
。

由

來

タ

j 

資 
m

八

に
就
き
て
は
仙
間
に
於
て
漠
然

t

る

考

を

有

せ

一 

る
者»

*>

ら
^

る
好
如
く
な
る
％
、
吾

人

は

玆

に

势

6
 

I 

y

資

本

輸

入

と

芘

货

輸

入

と

の

間

に

截

然

把

る

區

別

を

|

勿
論
外
國
の
金
貨
幣
又
は
金
地
金
の
輸
入
を
謂
ふ
名
の 

に
し
て
、̂

^

人
と
洛
く
る
名
の
は
、
外
國
に
於<\ 

偕
6

入
れ
^
る
資
金
を
以
て
外
國
の
貨
物
を
膦
入
し
て
一 

之
を̂

入
す
る
こ
と
卽
ち
是^
4,
:
. 

..
 \ 

1^
貨
_

入
.は
中
央
«

行
31

は
國
庫
の
正
貨
準#

が
.

退

.1 

し

y

兌
換
の
基
礎
に
動
搖
を
生
b

セ

る

と

き

に

必

要

な

| 

る
手
段
に
し-C
、
是
れ
近
く
米
國
が
千
九
百
七
.年
の
恐
一 

服
に
際
し<
試
み
欠
る
所
な
ん
と
す
。
換
言
す
れ
ば
、

一
 

.
安
全
な
る
流
通
貨
幣
の
缺
2

を
補
足
す
る
の

1

手
段
な

之
1C

反
し
て

業

輪

入
I/i
、

流

通

貨

幣
に

は
缺

乏
を

威

せ
次
る
名
、
企
業
資
本
、
換
言
す
れ
ば
、
企
業
に
用
夯 

可
き
原
料
、
機
械
、
燃
料
等
の
貨
物
の
缺

^

を
_

匕
杧 

る
際
.に
此
缺
陷
を
.補
充
す
る
爲
め
に
採
る
の
一
手
段
な 

~

0
。.
南
米
諸
«-

、
印
度
、
支
那
、
日
本
等
が
鐵
道
敷
設 

及
び
其
他
の
企
業
に
充
用
す
可
き
貨
物
を
ば
西
歐
諸
國 

煎
に
合̂

H

ょ
6

輸
入
せ
る
は
卽
ち
其
數
例
な
6

と
す 

さ
れ
ば
、
IE

貨
^

<

と
^

1

^

と
は
多
く
の
場
合t
 

於V

其
目
的
を
異
に
せ6

?

而
か
电
世
人
&
往
私
亡
し 

て
此
兩
者
を
明
確
ね
區
別
ず
る
を
忘
却
せ

!>
•
所
以
は
他 

な
-L

、
.
資
本
輸
入
が
其
名
稱
に
於
て
芷
貨
輸
入
と
同
一 

物
な
る
於
故
な
6

.°

如
何
と
な
れ
ば
、
資
本
輸
入
i

云 

ひ
正
貨
輸
入
と

云
： .

ひ
、
共U

外
資
輸
入.に
しV

、
爾
蕃 

共
吟
外
債̂

锻
ヶ
て
實
行
せ
ら
る
乙
ど
多
色
を
以
て
也 

例
へ
ば
、
«

6

に
鐵
道
の
材
料，
^
輸
入
す
る
に
當6

て
、 

國
內
の
貨
物
を
以

V

之
に
對
ず
る
§

に
充
つ
る
匕
と 

を
#'

次
る
場
#

に
は
、
外
債
を
慕*
-
し
、
其
實
收
額
を 

以V

鐵
道
材料
の
代
價
を
支
狒
务
を
常
と
す
。
さ
れど
、 

典
^

果
と
し
て
輿
年
度
に
於
け
る
貨
物
の
輸
入
は

*

^

.



に
*

過
す
る
t

i

あ
る
可
し
リ 

舛
資
輪
入
がIE
貨
の
輪入

を
！！！

•
的
と
す
る
に
在
ら
ば
、 

1

に
依
6

て
金
；の
輸
入
は
輸
出
に
迦
過
す
可
け
ル
ど
、 

7
治
し
タ
資
輸
入
の
目
的
が
資
本
輸
入

®

も
®

物
輸
入
に 

a

ら
«
、
貨
物
の
輸
入
於
貨
物
の
輸
出
に
顏
過

す

る

こ

f i
u

;-
I

5

i

n

 

I

I

故
力
JL
K

1

入
を
目

的

と
せ

f

際 
'に

、
昔

し

貲

修

の 

輸
入
が
其
輸
出
に
迦
過
せ
ヤ
！

於
如

き
こ
i
あ

ら

め

、 

不
必
要
‘
|

且
つ
又
'1

期
せ
ら
れ
次
る
芷
貨
の
流
^
を 

來
し
、
從
つ
て
通
貨
の
膨
脹
を
#

し

、
趣
ゐ

亡
i
不

婕

f

 

4

S

薦

I

f

、
I

#

8

^

a

調

子
I

f

る
の
虞
な
しi

l

.°

故

に

流

通貨
幣
の 

m

m

f

募
f

る
の 

一I

 

が
貨
物
の
輸
入
-迦

過

に

在

る

こ

急

豫

期

す

る

の
H

 

る
の
み
な•

寧

論
s

l

Af

p

m

热
ら
ば
、
日
露
戰
爭
以
後
に
於
け
る
我
國
の
外
資
雙 

と
貨
物
輸
入
迦
過I

關
係
は
#

何
。.
前
述
の
如M

明

輸
出
超
過 

四
、
九
七°2

i

八
、
九1

三

_ ■ 

’
• 

：1 

“ J,i 

.

^

流
尤
年
以
後
に
於
け
，る
我
外
«

0'
«

收
_

は
#

*
1;

«
な

る

於

、
ハ
之
に
.
»
す

る

擧

以

錄

の

輸

入

烟

過

は

左
 

の

如

し
。

,

\

年 

次 

•
三

十

九

年
'
'

四
' 

十

¥

四

十

」

单 

四

十

二

年
 

四

十

3

年 

西

十

15
1
¥

大

正

元

¥

大

疋

二

年
 

合

.計 

差

引

-

\

右
表
に
示
す£

く
、
明
治
三
十
九
年

—

大
¥

;

1
 

\

八
年
間
に
於
け
る
輸A

•顧
過
は 
一

| j

億
五
千
七
莨®
f」

 

1

6

0

做
ほ
貿
易
の
統
計
に
計
上
せ
ら
れ
i

営
內 

.

,

陸
海
軍
省
及̂
其
他
の
諸
官̂
J

#

0

s

\,i」

ヶ 

年一

平
®

上
に
達
す
る
を
以
て
、
此
部
類
に
屬

f

   一   ---

ニ
ニr
A

八
三

輸
入
超
過.千

肋

六l
i
d

五
四. 

五
八
、
0
1
1

沉
"
八
〇
四 

六
山
つH
七
.

1 

九
二
、
〇1

〇 

,
九
六
、
九
七

I

 

三
八 
一
、
二
 
ニ】

- 

三
逬
七
»
n
H八

八
年
間
の
輸
入
を
ぱ
合
針
ー

j

僚
圓
に
.見
積
れ
ば
、
.
明
治 

ニ
1
.
1十
九
年
以
降©

轎
入
*

過
«

*

^
3 £

億
五
千
萬
圓
：に 

土
る
な
6

0

;

:

然
名
に
此
期
間
に
於
け
る
外
資
«
入
は
合 

計
九
僚
圆
ぬ
達
せ
る^
:
以
.て
、
聰
久
鎚
過
栌
外
贊
輸
入 

y

-

K

ŝ'
'

るt
j

と》

一
ー
億.五
千
萬
«

6

と
す
。
巣.じy

然 

ら
4

、
、
此
三
億
五
千
萬
_

の
外
資
は
今
日
如
何
な
る
形 

.武
を
備
へ<

何
處
^

存
置
せ
ち
るV
や
。
，答.
へ
て.

日
く
、 

其
*

部
分
«

庇
» -

土
變
1 ^
< .

、‘
否
«
:
ー
 

磨
嚴
密
に
云
へ 

t f

元
の
.正
貨
の.儘
に
•て
政
府
诞
，日
本
銀# .

に
侬
6

て
保 

^

2

.

3

^

:つ

、

あ

る

な
6

。
‘卽
ち
第〗

，

一

項
1C

於
て
.
示

し̂
 

る
於
如
く
、
政
府
诞
に
‘日
本
銀
行
所
有
や
正
貨
は
货
露 

前
A

比

較

せ

蟀̂

圓
.の
®
额
を
表 

t t

せr-cv。

3

れ

ぞ

、
#

、ほ
二

 

.億
圓
の
差
額
の
#

く
處
を 

.

知
ら
梦
i

雖
劣
、
這
は
貴
易.の
：決
濟̂

基

づ

べ
0£
貨
の 

-
锍
W

以
外
^

保
險
料
、
外
僚
利
子0
,
支
挪
„ 

vtK

稼

人

の
. 

.送
金
、
汽
傭
會
社
の
收
入
等
に
'因

る
JH

貨
流
出
人
の
帳 

尻
ゆ
依
*

^
ズ
之
%

.
說
.明
ず
洛̂
'

得
可
し
。
唯

此

等

のJE 

流
出
に_

す
る
精
確
な
る
統
針
の
存
す
る
义
の
な
•き を

，以V
、

.

麗
字
を
用
ゐ
、
て
，此

關

係

を

說

述

す

る

を

得

3'
' 

る
は
遺_

な
6

。

.：
 

'

積

極

政

策

其

物

餐

滕

_

國

の

狀

膏

適

す

る

雪

や
於
其
自
身
に
於
て

1

箇
の
問
.題
を
構
成
ず
る
は
激
論 

一
な
-CS

と
|i
-

名
、
假
6

に
此
政
策
を
採
用
し
、
且
つ
其
1

 

一
行
は
外
債
を
募
集
ず
る
よ
6

他
^

傢

®

の
方
法
な
し
と 

せ
ば
、’
輸
入
の
超
過.は
當
然
期#

す
.ベ
き
一
現
象
に
し 

て
、
5C

輸
八
超
過.の
.存
續
ず
る
腺6

1

貨
の
形
式
的 

|1

流
出
欧
兔
か
る
可
か
ら
3'
'

る
所
な
6

0
 

之
を
外
國
の
事
例
に
徵
す
る
に
"

我
隣
國
变
那
は
貨
物, 

\ 
.の
.輸

入

鐘

國

な

客

、
同
國
は
勿
論
外
資
雜
入
國
な 

j 

6

9

如
奈
f

纖

人

置

馨

る

と

同

？

外
資
輸 

A

國
f

 

Q 

:

南

米

諸

擧

！

外
資
輸
入
國
H

滕
迄
貨
物
輸
入.超
過
國
焚
る
そ.
®
ぁ
ら
。
北
米
合 

\

は
鐵
道
熱
の
盛'%
6

^

滕
代
は
外
資
を
續.々
.輸

人

せ

し
 

が

：
.、

其

當

峙

u

於
け
る
貨
物
：の
輸
入
額
^
^
物
の
輪
出 

額
に
<
越
愚
i
z
-
o'-o

今

日̂
-

亂
名
.、.
1̂
©

«

年
多
少0
寶
. 

.本
を
歡

洲
よ
'
^
輸
入
し
.
つ
、
あ
f

と
雖
名

、1

方
富
^



棄

：八

：

雜：

0

增
進
の
結
果
と
し
ズ
外
資
の
元
利
支
拂
、
外
國
投
資

®
 

者
の
費
消
金
：财
多
額
に
達
せ
る
舣
爲
め
に
、
貨 

物
の
輸
出
迦
過
を
'示

し

つ

、
ぁ6

。

勿
論
貨
物
輸
入
の
超

過

は

必

岁

し

免

常

U

外
資
輸
入
に 

基
づ
く
名
の
に
非
岁
し
ズ
、

§

に
於
妙
る
胗
如
ベ
、 

海

外

放

寶

の

收

益

に
#

致

せ

ら

る

、
こ
と
あ
ろ 

さ
れ
^
、
英
國
の
例
に
於
て
.
名
侮
®
其
貨
物
輸
入
迦
過 

.

は.
資

本

の

輸

入

顱

過

U

因

づ

く

名

の

な

ろ
£

云
ふ
を#
 

可

し

。
如
何i

な
れ
ば
、
假

令

輸

入

せ

ら

る

、
？
.の
が 

曾

て

海
外
に
放
散
せ
ら
れ

*

る
資
本
其
物
な
る
か
、
3C 

は
其
放
實
の
骇
碰
fc

外
な
ら
梦i

す

る

名

、
孰
れ

の

場 

合

に

於

て

？

、

正
貨
の
，形
體
を
以
て
受
入
れ

S'
'

る

限
6
 

は

、
是

れ

等

し

く

資

本

.の
輸
入
な
れ
ば
な
ろ
。

翻

つ
<

^

我
國
の
現
狀
を
觀
る
に
、

一
方
外
資
を
輸
入 

せ
る
に
セ
拘
は
らt

、
貨
物
の
輸
入
趣
過
は
外
資
輸
入 

額
に
達
せ
ず
、
從.つ
て
不
自
然
な
る
：芷
貨
の
輸
入
を
赞 

.致
す
る
に
至6

杧
ろ
0
，*:
期
議
#

に
於
て
下
院
^
員
中 

我
國
の
輸
入
淑
過
调
題
に
就
き
'
<顋
6

に
當
局
者
に
肉

.

.

-

 

T.

S.

'

追
し
.
<之

^

對

す

る

政

府

の

責

任

を

問

は

ん

と

せ

し

者
 

あ
る
由
な
れ
ど
名
、
吾<

の
觀
る
所
に
據
れ
ば
、

：

外
資 

の
.輸
入
於
'若
レ
必
喪
な
ら
ば..、
貨

物

，

Q

輸
入
趣
過
の
多 

き
こ
と
.

よ
...

^

は
寧
る
其
少
き
を
憂̂
次
る
可
ら
ず
。
先 

月
十
日
に
開
催
せ
ら
れfeる
衆
議
院
豫
算
總
會0
席
上
.

に
於
：弋
航
路
補
助
案
に
.對

す

る

碧

中

、
元
田
遞
信
大 

臣
は
近
年
補
盤
赂
の
酣
删
狀
況
ヽ
«

舶
の
設
計
、
.速 

力
及
び
設
備
等
の
漸
次
完
備
せ
る
の
結
巣
と
し
て
、
我 

■
悔
外
貿
易
及
：び
內
地
の
：產
業
於
著
し
く
發
達
す
る
に
至

, 

殊
に
互
額
の
正
貨
を
海
外
よ
ろ
輸
入
せ
る
の
事
實 

は
共
に
«

家
.の
爲
慶
賀
に
堪
へ

f
o

る
所
な̂

n

と
云
a

し 

由
な
る&

、
.

此
所
說
は
重
商
主
義
#
者
名
三
舍
を
避
く 

る
の
珍
論
と
爾
は
次
る
可
か
ら
岁
。
海
運
業
の
發
達
が 

幾
何
の
影
響
を
我
貿
易
禅
に
產
業
に
及
ぼ
し
杧
る
炉
は 

問
題
外
な
る
ど
以
て
姑
ら
く
之
を
論
せ

^

る
可
し
。

S
 

れ
と
、
E

額
の
：正
貨
财
流
入
せ
る
は
我
貿
易
：

g
.

に
產
業 

の
發
達
：

U
.

起
因
せ
る
？0

に
非
梦
しy

、
外
債
募
集
の 

實

歌

額
：

の一

部

财

：正

貨

の

形

式

:|
:
'
以

て

輸

入

せ

ら

れ

忆

る
^

爲

め
な
る
は
明
白
な
る
事
實
に
非
梦
や
。
殊

に

£
 

額

の

芷

貨

輸

入
.

&
邦

家
の
爲
め
に
^
?
す
苽
窆
乙
と
な 

6

と

云
ふ
に
至6

て
は
吾
人
は
如
何
な
る
言
葉
を
以
て 

之

を

批

評

す

可

き

か

を知
ら
^

る
な
.
0
0

五
積
極
政
策
と
我
層
民
經
濟

以
上
論
す
る
胗
如
く
、
若
し
偕
財的積
極
政
策
を
是
認 

す

る

と

せ
ぼ
貨
物
の
輸
入
超
過
強
に
正
貨
の
流

出

は

共 

に
當
然
期#

す
可
き
こ
と
に
し
て
、
此
等
は
毫
名
憂
ふ 

るy

足
ら
梦
。
外
資_

入

は

_

外

國

貨

物

の

輸

入

を
 

意
味
し
f i

つ
之
を
目
的
と
す
る
名
の
«

れ

ば

、
£
額
の 

外
資
を
輸
入
する
と
同
*

に
貨
物
の
輸
入
趣
過
诞
に
I E
' 

貨
^ '
«

出
を̂

业
せ
.
ん
と
す
る- «
木
に
綠
6

<
魚
を
求 

o

る
の
愚
に
類
せ6

。
我
帝
國
；の
如
く
通
貨
の
過
少
ょ 

6

は
寧
ろ
其
過
多
の
害
毒
を
蒙
む
み
：つ
、
あ
る
國
に
於 

て
は
、
:5
E

貨
を
輸
入
す
る
の
必
要
あ
る
を
見
梦
。
若
し 

外
資
を
輸
入
す
る
の
必
要
あ
.

せ

ば

、
そ
は
1£
貨
の 

險
入
に
非̂

し
て
貨
物
の
輸
入
な6

。

而
於
？
、

1

方

に
於
<

外
資
を
ば
貨
物
の
形
式
を
以
<
 
輸
入
す
るi

同 

滕
U

K-1

方
に
，於
：

y

正
：貨
を
戦
入
し
て
之
を
國
內
に
留 

置
せ
し
め
ん
と
す
る
は
魔
術
師
を
験
つ
、

V
初
めV

實
行 

し
得
可
き
乙
と
な
す

。

‘

さ
れ
ば
、
茈
貨
問
題«

:

1

極̂
政
策
の
問
題
苽
タ0 ' 

換
言
す
れ
ば
、
正
貨
を
霍
す
可
き
か
否
や
は
積
極
政 

策
を
繼
續
す
可
き
於
否
や
の
：.問
題
に
歸
著
す
る
名
の
な 

!

謂
办
可
し
0

是
れ
に
由6

、
若
し
茈
貨
問
題
を
根
本
的
に
解
決
せ
ん 

i

欲
せ
^

、.
須
ら
く
積
極
政
策
の
問
題
を
名
解
決
せ
ざ 

る
可
か
ら#

。
3

れ
ど
.、
積
極
政
策
の
#
失
は
其
關
係 

す
る
所
頗
ゐ
廣s
 I

大
問
題
に
し
て
、
到
底
數
頁
.の
餘 

白
を
歡
む
る
の
崔
的
を
以
て
起
稿
せ
ら
れ
把
る

一

小
^

 

文
の
来
項f
c
於y

論
議
す
る
を
許
さt

る
？

の
な 

す
。
然
<

x

t

J

M

s正
貨
問
題
を
論
斷
す
可
き
喾
の
論
文 

亡

於
<

其
根
本
問
題
を
未
解
決
：の
儘
と
し
て
稿
を
終
る 

は
不
忠
實
の
徘
を
免^

^

>
t-

と
を
#

^

る
を
以y

 ヽ

以

彼

極

政

策

問

題

に

關

す

墓

見

を

備

單

に

開

陳

:1
,



ズ本稿を結ばんと徽ず

o 

.

我
國
の
：如
く.
#
ヵ
0

供
給
餘
ク
ぁ
る̂
p

«
本
の
缺
2

せ
. 

る
.國
は
f

と

：
じ

て

借

財

的

積

極

政

策

e

採

：衣

を
#

策
 

i

;t
w

し

セ

北

米

合

衆

國

.は

此

方

法

.

U

依
6
 V

富

源

を

一
 

■

發

し

以

て

今

日

の

盛

大

を

來

來

し

お

，
^
。

又

當

今

ァ

I 

ル
ジ
チ
ン
チ
ン
、
，
ラ
ジ
ル
等
の
#
米
諸
州
強

fc

加
奈 

太
等
は
英
國
ょ
ろ
資
本
そ
輸
入
し
て
各
其
富
源
を
開
發 

せ
ん
と
努
め
つ
、
ぁ6

。
鞔
近
仁
於
け
る
叵
額
の
外
資 

輸
入
が
果
し
て
此
等
の
储
國
に
■如
何
な
^
終
局
の
結
果 

■
を
«

す
可
き
か
^
將
來
の
事
に
屬
し
今
田
に
於
て
之
を 

犯
破
に
ト
知
す
名̂
と
を
得̂

。
S

れ
ぞ
、
少
く
と
そ 

加
奈
太
の0
^

は
今
#

大
に
見
る.可
き
名
の
ぁ
石
^
ら
一 

ん
i

思
は
る
。

然
6

.
と

離

名

、

積

.
極

政

策

を

有

效

に

運

用

す

る

. 

に
趕
1
1
1
1
1
0媒
件
を
備
へ̂

る
可
か
ら̂
^

.
は

卽

复一
.
)
}
K

赋
の
甯
源
、..

(

：ニ)

-

<
民
の
，生
產
ヵ
锻
に 

.

.

(

一•ニ)

; *
^

財
必
等
を̂
.
そ
米
國
诚
此
一

I 

|製
件
を
具
滞 

せ
る
£

tc

其
® :

策
杧
■

%

_

6

'。
加
奈
太
は
米
國
泛

此
較
す
れ
ば
多
少
の
遞
色
ぁ
る
《
、
倚
ほ
此
等
の
翦
件 

を
備
夯
.る
を
.以
て
親
婚
に
於
时
る
其
借
金
政
策
は
失
敗 

に
終
る
；が#

き

.̂

と
ぁ
ら
次
る
可
し
。
是
れ
に
皮
し
ズ 

南
米
諸
國
は
多
少
#
富
源
を
有
す
名
名
ハ
住
民
の
生
產 

.
ヵ
诞
に
善
財
心
に
於
セ
合
衆
國
に
遠
べ
及
ば
次
る
を
以 

て
、
其
借
金
政
策
の
將
來
に
對
し
て
は
多
少
の

f

な 

し
と
爾
：ふ
能»

次
る
:«
6

。
；
南
米
大
陸
の
.牝
部
諸
國
趑 

に
玖
馬
等
妓
眢
弋
試
み
し
積
極
政
策
の

.爲
怂
に
苦
.考
經 

驗
を
有
せ.み
。
墨
其
澌
酋0

太
國-

y

雖
名
、
莨
額
の
外 

會
«

入
#

國
0

獨
立
*

危
务
せ
ん
ぇ
せ-
0

。. 

飜
つ
て
我
國
の
現
狀
そ
觀
る
に
、
國
民
の
生
産
力
^

に 

'蓄
財
心
は
勿
論
拉
典
系
麵
の
米
爾
大
陸
諸
國
民
に
優

.れ

. 

み
-v

爾
は
次
る
可
か
ち1#
と
雖
ぢ
、r

ン
グ
口
サ
ク
ソ 

ン
民
族
に
此«

^

!<

遜
^

な
し
と
运
ふ
能
は̂
る
似
如 

し
。
加
之
、
國の
面
積
に
於
て
、且
つ
其
富
源
に
於
て 

:
到
底
合
衆
國
叉
は
加
袭
太
の
_

に
非
少
0

念

れ

ば

、
合 

衆
國
®

に
加
奈
太
.

y
.
.
®
-̂

.

.て
#

策
i

す
可
き
名
.の
は
必 

少
む
令
我
B

IC

利
な
'
'

'
p
'
i
l
K

 

*ht
と
を
得
^

る
な
'c\

 

0

m
w
M
w
w
i
a
w
a
i
g
i
l
ĝ

街

然
る
^

我
國
は
日
露
職
夢
以
後e
於
セ
多
■

の

.外

資

を
 

_

入
せ
し
淤
、
其
結
果
呔
践
好
«

6

.と
看
做
す
；
と
能.

は
^

る
於
如
し
。
外
資
を
以
< ,
;

豳
_

ず

那

电

當

源

に

乏ノ
 

し
く
、>
旦
つ
國
良
の
生
產*

は
«

額

の

親

*

本

を

赛

す
 

る
の
程
度
に
達
し
鹿
ら
?

る
财
藤
め
に
や
、
九
億
圓
の 

外
« ;

の
杂
部
«

餘
全
な
る
產
槳
に
侬6

<
涫
化
せ
ら
怍 

ず
し
て
、
其
大
部
來
财
直
接
不
生
產
事
業

1 0
1

1

 

る
か
、
或.は
間
搽
に
不
急.の
-
事
業̂

刺
戟
ず
る.の
.線

果

一 

を
呈
す
る
に.至
れ
る
ぞ
是
非
な̂
作
。
其

二

三

の

例

を

\ 

t

s

>

外
資
於
軍
備
の
廳
眼
、
籠

、
遊
|1
1
'
鎩
道
、

一
 

4

B
«
鐵
道
に.
投
せ
ら
れ
、
或
は•瓦
觀
、
«:
.燈
、
電

話

、

一 

娛

驗

關

等

の

事

業

を

獎8

^

る
^ ,

至
.
作

る

こ

と

卽

ち
 

是
れ
な
6

と
す
0

輸
近
に
.
‘於
»

る
就
企
業
#

に
事
業
鑛
一 

張
0-

統
許
を
檢
ず
る
に
、
^

^

會
社
0

寶

本
»

最
？
多 

ぐ

、H

業

會

社
の
*
本
之
に
次

ぐ

。
廣
#

意
味1

4

於

て

\ 

は
商
業
名
亦
生
產
事
業
に
し

V

、
之
舣
發
達»

«

_

 

接
に
產
業
の
發
達
を
促
®

す
る
名
の
な6

と
雖
名
、
夫 

れ
と
同
婶
に
商
業
は
財
货
其
物
を
生
產
せ

S '
'

る

の

み

な
ら
支
、
其
發
達
は
狹
義
©
生
產
業
に
投
せ
ら
る
可
窆
資 

金
i

勞
ガ
と
を
奪
取
す
る0:
.結
果
を
呈
ず
る
名
の
な
る 

を
'
記
«

せ
芝
る
可
於
ら
實
。
次
に
エ
業
會
社
の
增
加
は 

一
見
エ
藝
品
製
造
献
^
輸
出
の
發
達
を
意
味
す
各
财
如 

く

な

.
る名
、

は
然
ら
ず
し
て
、
龊
設
の
エ
業
會
社 

中
に
tt
^

jw

、
電
&
其
他
么
に
類
似
ず
る
直
接
消
*
ロ叫 

の

製

造

を

自

的

と

ず

务

$

の
尠
於
ら
#
。
樂
觀
的
論
者 

は
頻
6

に
繼
3

3
貿
易
0.
.壻
抓
を
指
摘
し
<
之
を
以
て
積 

極
政
策
の
結
果
に
外
な
ら
^
る
於
如
く
吹
聽
す
れ
と
务 

此
見
解
の
榔̂

^

聊
か
薄
蔚
な|

»

ば
次
る
耶f

 

.

ず
。
へ
我_

の
懲
物
輸
出
似.近
年
激
增
せ
じ
は1

な
る 

i 
.其
增
加
せt

は
輸
*,

貨
物
0

價
觀
に
しV

、
#
數 

暈
は
傲
，雛il

l

比
例
^

®

加
せ
し
に
非
^
。
如
何
と
な 

れ
ば
，、
輸
出
貨
物0*
價
_

は
11

1
,
10.
例
を
除
き
孰
れ
皆 

騰
貴
せ
る

を

以
て
、
、輸
出
货
物
の.■
暈
-̂

增
脉
せ 

雖
忒
、
其
慎
辂

©

縢
貴
せ
右
爲
め
に
、
”

懂

貨

物
s

m
 

價#

解
一
.
厝

激

谮
せ
.
る
の
結
果
を
呈
せ
る
な
6

0

.5t

輸 

出
©

增
加
せ
る
重
要
產
物
は
必
岁
し
？
嚴
密
な
る
意
味



に
於
け
る
製
造
品
な
シ
と
茇
ふ
こ
i
を
得
^
。
例
へ
ば 

近
平
輸
出
の
®
加
せ
る
重
毁
品
の
一
一
三
を
擧
ぐ
れ

ば
，： 

茶
、
生
絲
、
、
綿
布
等
な
る
&
、
茶

、
生
絲
は

H

饗

&

ど 

浴

く

る

こ

と

を

得

ず

、
%

綿

布

の

遞

出

額

は

增

加

せ

る 

名
價
格
名
暴
膪
せ
る
を
記
憶
せ
次
る
可

&

ら
ず
。

喪
す
る
に
製
造
品
に
は
輸
出
品
と
內
國
消
费
貨
物
と 

の
ニ
鍾
あ
い
て
、
前
者
の
增
加
は
直
接
貨
物
の
輸
出
を 

增
進
せ
じ
む
る
名
の
な
6

0

後

者

部

ち»:
國

消

費

品

に
 

は
更
に
ニ
種
あ6

。

一
 

は
海
外
ょ6

輸
入
せ
ら
れ
つ

〜

 

あ
る
？

の
に
し
て
、
他
は
未
だ
輸
入
せ
ら
る

〜

に
至
ら 

^

る
於
或
は
輪
入
し
難
き
令
の
-
な
6

。
輸
入
し
難
き̂P

 

の
と
は
茏
斯
電
氣
等
の
類
を
云
ふ
。
而
し
て
前
者
卽
ち 

現
に
輸
入
せ
ら
れ
つi
あ
る
內
國
消®
品
を
我
國
に
於 

て
製
造
す
れ
ば
、
其
輸
入
を
減
少
せ
し
む
る
乙

i

を
得 

る
を
以
て
、
貨
物
の
輸
出
を
®

加
せ
る
i

略

ぽ

同1

の 

結
果
を
來
祀
す
可
し
。
3

れ
ど
、
後
者
卽
ち
未
だ
輸
入 

せ
ら
れ
す
、
芡
は
輸
入
し
難
き
？
の
は
如
何
に
其
產
出 

於
激
增
す
る
と
？
、
直
接
に
貨
物
輸
出
の
增
加
を
釀
す に

至
ら
次
る
可
し
。
而
.
か
？
現
膊
に
於
け
る
我
製
造
業 

の
發
達
は
此
種
類
に
屬
す
る
3

の
尠
/;
>

ら
卞
。
加
之
、 

前
述
の
如
-
、
^

於
直
接
輸
出
貨
物
の
增
產
を 

誘
致
ず
る
を
得
ざ
るi

業
、。商
業
、
_

灣
、
其
他
軍
備 

の
#

き
不
生
產
事
業
に_

る
搜
資
を
刺.

せ
6

。
從
' 

つ
ズ
外
債
の
利
拂
の
爲
め
に
$

に
外
債
を
遽
集
せ3 '
'
る 

を
得
次
る
の.羽
目
に
階.
S

G
f c

る
な̂

N。

知
論
生
産
業̂

る
と
然
ら
次
る
と
を
問
は
ず
、
凡
<
の 

企
業
は
結
局
貨
物
の

*
3
3

を
促
®
す
る
の
手
段
と
な
る 

名
の
な
6

i
雖
名
、
事
業
の
#
^
に

依

は

數

年

叉
 

は
十
數
年
の
後
に
至6
て
初
め
て
此
結
果
を
生
梦
る
g
 

の
な
6
。
3
れ
ど
、
外
債
の
利
娜
は
_

の
苹
度
叉
は 

其
翌
年
ょ
6
之
を
實
行
す
る
を
齒
し
、
數
年
叉
は
十
數 

年
の
後
造
之
を®
期
す
る
己
と
を
得
^
。 

借
金
的
積
極
政
策
の
弊©
1は
此
に
]1
:
.ま
ら
3 '
'
る
«

6
。 

富
源
及
び
人
民
の
生
產
ヵ
祕
消
化
し
能
は
次
る
苴
額
の 

外
資
輸
入
は
資
本
の
襤
豊
及
戊
奢
倏
を
獎
厕
す
る
の
傾 

き
ぁ
/
ノ

大

陝

、
横
濱
の
難
港
の
如
き
、
僻
地
に
於
け

I

I

I

る
離
遺
敷
施g

き
、
赛
に
於
け
る
中
央
停
車
場
の 

建
設
の
如
き
、
文
酒
煙
草
游
费
の
增
加
、
花
柳
界
の
繁 

盛
、
美
服
の
流
行
の
如
き
、
皆
此
倾
向
を
表
現
せ
る

S
 

の
に
在
ら̂

る
は
無
し
。

由

是

觀
之
、
我
經
濟
の
發
達
を
促
於
す
爲
怂

f
c
吾
人
は 

傯
5 @
%

積
極
政
策
を
採6

、
.之
れ
於
爲
め
に
は
外
資
輸 

入
I

辭
す
S

ら

？

f

、
我

國

の

'
富
源
並
に
國
 

の

產

カ

の
消

化

し

能

は̂

る
外
資
輸
入
は
之
を
避 

け
^

る
可
か
ら
す
。
叉
其
輸
入
資
本
は
ぶ
大
部
分
を
直 

接
輸
出
を
促
進
す
る
の
產
業
に
役
せ

^

る
可
か
ら
ず
。 

若
し
此
ff
i

ff
l

ft

に
於
て
且
つ
此
方
針
を
以

<
歐
米
の
資 

本
を
输
入
し
之
を
刺
用
す
る
.限
6

は
.
1
爾
年
間
のW

額 

に

上

る

貨

物輸
入
诞
に
正
貨
流
出
は
意
と
す
る
に
足
ら 

§'

る
な
6

。
否
な
是
れ
寧
ろ
數
年
後
に
於
け
る
國
民
經 

濟
の
發
達
を
助
く
可
き
疋
當
且
づ
又
自
然
の
階
梯
、

手 

段U

外

^

ら
次
る

な
6

。

穴

結

::

會

以
上
論
述
せ
る
が
如
く
、
毎
年
我
國
'

s
外
國
に
支
拂
ふ 

一
正
货
の
總
額
は
莫
大
^

6
と
®
?
、
同
赌
に
我
國
の
愛 

入
れ
つ
、
あ
る
正
貨
は
支
挪
額
に
超
過
せ
る
を
以
て
、 

結
局
正
货
は
流
入
し
つ
、
あ
6
。
世
人
於
薆
ひ
つ
、
あ 

る
芷
貨
の
流
出
は
其
總
梳
出
に
し
て
、
純
流
出
に
非
少
。

一

勿
論
、
斯
く
の
如
く
正
貨
^
我
國
に
流
入
し
つ
、
あ
る 

は
外
資
を
ば
悉
く
貨
物
.と
し
て
輸
入
せ̂

し
て
、
其】 

j

部
を
正
貨
と
し
て
受
入
れ
つ
、
あ
る
を
以
て
也
。
而
し 

|

て
此
外
資
輸
入
は
、
其
形
式
と
ロ
實
と
の
如
何
を
間
は 

少
、
政
府
の
積
極
政
策
に
基
づ
く
ぢ
の
な

6

と
す
。 

さ
れ
ば
、
乾

し
偕

財
的
積
極
政敗
に
し
て
我
國

の
經
濟 

的
發
展
に
必
要
な
る
名
の
な
6

と
せ
ば
、
E

額
の
輸
入 

遛
過
と
芷
貨
の
總
流
出
は
憂
ふ
る
に
足
ら
次
る
の
み
な 

ら
步
、
是
れ
外
資
輸
入
に
必
然
的
に
伴
ふ
可
き
現
象
な 

6

。
否
な
、
吾
人
は
寧
ろ
鱖
人
诞
過
诞
に
正
貨
總
梳
出



於
外
資
®
入
額
に
達
せS''
る
結
果
と
し
て
、
茈
貨
の
純 

流
入
を
#

敎
し
.從
•つ
て
芷
货
の
過
剩
を
釀
す
に
至
6

、 

姻
ゐ
；y

%
«.
:

^

不
自
然
の̂

^

を
*.
1?
:
-す
.こ
.と
を
.憂

へ 

^

る
可
ら
^
。

S

作
ぱ
、«

に
_

上
0

間

題

と

：
し

て

ば

、

'
.芷

貲§

 

入

し

.
つ
V

ぁ

る

を

以

て

'
、

证

貨

流

出

を

論

籤

ず

る

の

栗
 

を
見̂

。
而
か
$
、
へ
正
貨
の
純
锍
入
は
蓝
額
の
外
資
を 

輸
入
せ'る
0

1

結
果
な
れ'ば
、
現
今
に
於
げ
.各
我
茈
貨 

問
題
の
根
本
的
解
決
は
之
を
借
金
政
策
の

#

失
：： y
.

求
め
. 

S

る
可&

ら
岁
。
而
し
て
、
借
金
政
策
は
、
日
本

0

如 

き
實
本
の
缺2

戈
る
國
に
取6

て
は
必
要
な
る
名
の
な 

6

と
雖
名
、
■

をf

杧
る
外1

入
は
f

 
く
し 

y

害
多
し‘
。
加
之
、
外
資.0.
大
部
分
を
ぱ
直
接
貨
物
0

輸 

出
增
加
.を
誘
致.す
可
き
產
業
に̂

せ
^

る
可
か
ら
す

‘0

 

如
何
と
な
れ
ば'
若
し
外
資
の.
大
部
分
を
ば
不
生
產
事
. 

m

x

は
生
產
事
業'i
雖
名
多
年
後
に
：於.て̂

め
<

悅
8
 

を
見
る
；が
如
き
施
設
に
役
八
せ
ん
か
、
外

«

«

八
の
年

度

叉̂

其

翌

年

ょ6

直
ち̂

支
娜
ふ.
可
き
外
實
の
刺
.子 

狒
^

差

支

を

生

反

、
"
刺

子

娜0-
爲

办̂

軍

に
#

資

を

輸1 

入

す

る

の

：，必

要

を

生

* :

る

に.
至

，
る0
處

に

あ
.

る

を

.以

て 

也
'
 

へ\
%
\

;

紙

評

と

^

介

#
藤

童

次

郞

著J

海

運

論|

上

卷

' 

大
迅
三
年
ニ
月
遵
讯
臌
堂
發
行

菊
！
：-

四
七〗

一1
W逛
俱
金
®
 

:

本
書
は
早
稻
田
大
學
敎
搜
ド
ク
ト
ル
、
オ
ブ
、
ブ
ィ
口 
y
 

ブ
ィ
伊
籐
重
：次
郞
氏
の
箸
®

に
係
6

、
初
版
は
明
希
四 

十
四
年
七
月
.、
苒
版
は
同
四
十
五
铝
六
月
に
上
梓
せ
ら 

れ
、
本
f

ー
月
東
に
第
三
版
を
發
符
ず
る
に
至
れ
グ
。 

著
者
成
曾<

米
國
.
ぺ
X

ジ
ル
ベk
.

r

.大

學

に

蓉

、
同
. 

校
敎
授
に
しv

運
輸
論
の
大
象
と
し<
其

名

‘宽

西

に

著
 

は
る
、
ジ
ヨ
y
ソ
ン
傅
*

に
就
きy

海
運
論
をi

し 

歸
®
^
其
毋
校
卑
稻
田
大
學
に
於
て
運
輸
論
等
の
講
座 

を
擔
住
す
る®

ら
滕
々
尊
門
雜
誌
上1C
於

<
海
運
に 

關
ず
る
眞
筆
の
挤
究
を
公
に
し
つ
、
あ
る
篤
學
の
士
に 

しV

、
現
聡
侮
運
論1C
於
て
は
本
那
有
數
の
學
者作i 

’

盲
しy

本
書
は
箸
者％

其

靈
I

傾
倒
せ
る
廣
心
の
著

•̂
,c

し
て
大
に
見
：る̂

き
爷
の
あ
る
は
蠆
し
偶
然
の
緒
.

果
に
非
^

る

可

し

。
.：

.

本
書
は
之
を
第

一

:
編
總
論
と
第
二
編
^

^

と
に
分
ち 

|

總
«r
u

於
て
to

先
づ
海
激
の®:
義

を

與
へ
、
噸
、
石
、

滕
里
、
節
等
の
意
義
を
明
&

に
し
、
次
：に
近
海
對
遠
萍
、 

帆
舭
雜
汽
儸
、
旅
客
對
貨
物
、
®:

期
對
不
定
期
、
命
令 

\

對
自
由
#

の
德
難
を
用
ゐ

v

種

々

の

海

運

業

'を

分

類

し
 

進

ん

で#

運
の
發
達
を
敘
：述
し
<

、
侮
m-
'

r

第
十
九
低 

紀
JP

入
6

 V
:

初
めV

大
に
，發
展
す
る
に
至
れ
る
原
因
と 

順
序
を
ば
統It
を
擧
げV

精
細
に
®

明
せ
る
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